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目指す学校像
目指す児童像
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取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・授業でのタブレットの利用に
ついて、各学年だけでなく全
体で共有する。
・各教科、各学年で使用例を
引継ぐ。

授業で活用できる方法
を実践、共有しながら、
互いに向上できるに努
める。

・夕会等の後に情報共有する
時間を設ける。
・学期に一回、ICT支援員によ
る研修を実施する。

Ａ Ａ

児童の学びを学校、保護
者、地域とともに考える機
会を定期的に設けコミュニ
ティの中で共に理解を深め
ていくようにする。

SDGｓのシンボルマークを区に承認
していただき、本校独自のポスター
を作成し、全学年で推進することが
できた。

A

・これからもSDGｓの必要性と重
要性を学んでほしい。

昨年度の周年のキャラ
クターを区のデザイン
に活用したので、児童
の活動に広げ実践に努
める。

Ａ

研修を確実に実施してきたことで、
授業の中で活用することができ、資
質向上につながった。

A

・タブレットを利用、活用すること
により時間を有効に使うことがで
きるとよい。

特色ある教育の
展開

一人1台のタブレット
端末の活用を通して

・校内研究の体育科を通して、タブレットでの学習
履歴を保護者と共有することで、体力の向上、運
動への関心意欲を高める。

・定期的に、ポートフォリオ（動
画の履歴）を家庭に持ち帰り、
児童と共有する。
・地域の方にも公開し、理解を
深める。

・意識の変容をアンケートか
ら、運動に対しての意識の変
容（楽しい、続けたなど）が９
０％

Ａ

生活指導夕会を週初めの火曜日
に変更したことで全教職員で指導
の変容を確認することができるよう
になった。これからも未然に防ぐこ
とができるように努めていく。

A

・昔のいじめとは違い、今はSNS
上でのいじめが心配である。

Ａ Ａ

学習履歴を活用しながら、体力の
向上、運動への関心につなげるこ
とができた。

A

・子供たちのプレゼンテーション
能力が身に付くよい取り組み

共生社会に向けた基
盤つくり

・校歌の手話を通して、共生社会の基盤つくりに
取り組む。そのために、SDGｓの取り組み目標を毎
月推進していく。

・ＳＤＧｓについて、児童会活動
を生かして、推進していく。

・進んで、取り組み目標に「つ
いて、実践できる児童８０%

Ａ

教員の資質向上

教員研修の充実 ・学習用タブレットを活用した授業実施に向けた
研修

ハイパーＱＵや学期ごとの生活
アンケートを活用しながら友達
関係を捉え、未然防止に努め
る。いじめを発見した場合は、
迅速に組織的で対応できるよう
する。

Ａ

配慮を要する児童について、
全教職員と共通理解をしなが、
指導にあたることができた。
若手教員が特別支援教育に対
しての理解を深めてきている。

A

・うみかぜ学級の授業を参観し
たが先生、介助員、児童の信頼
関係がよいと感じた。これからも
その関係を深めてほしい。

交流学習を含め、配慮
を要する児童について
の対応について全教職
員と共有しながら充実さ
せていく。

子供たちの健全育成 ・いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学
校づくりの取組の充実
・チルドレン・サポートチームや生活指導連絡協
議会の活用

・いじめ・不登校についての授
業を毎学期１回以上行う。
・毎週金曜日に行う生活指導
夕会で情報交換と共有を行う。

・学校が楽しい、何かあった時
に相談できる人がいる児童９
０％ Ａ

特別支援教育の
充実

特別支援教育の推進 ・校内委員会の活性化を図ることなどによる指導・
支援の充実
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に
応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充実

・支援計画に基づいて、指導
の見直しや改善に努めてい
く。

・月一回行う校内支援委員会
で改善を図る。
・学期に１回、研修を実施す
る。また若手研修も実施し、若
手教員の理解を深める。

Ａ

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善や補
習の実施などによる指導の充実と授業力の向上

・補習日を年間３５回実施する。eラ
イブラリを活用し、振り返りをする。

・通知表における「よくできる」
「できる」の評価を９０％

読書科の更なる充実 ・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、資料の収集の仕方や記録
の取り方の指導、自己の考えをまとめ表現する方
法の指導、朝読書と１単位時間の授業との関連付
け、他教科との関連等）
・学校図書館の整備、学校図書館を使った授業
の充実

・朝読書の充実と全学年が１２
時間の図書館を活用した授業
を行う。

・休み時間等においても図書
室を利用した調べ学習の時間
が増える。
・本の貸出冊数の１０％増 Ａ

Ａ

意欲関心が高めらるよう
に、引き続き工夫した
活動になるように取り組
む

教科担任制の導入 ・高学年において、教科担任制を導入することで
学力の向上、小中の連携につなげる。

・主体的に取り組み、学びを深
める授業改善に取り組み、学
力の向上を目指す

・複数の教員がかかわることで
授業が楽しいと答える児童９
０％ Ａ Ａ

教員の専門性を高めることにつな
がった。児童を複数の教員で担当
することで、児童理解に努めながら
授業改善に取り組ことができた。

A

・素晴らしい取り組みである。

外国語教育の推進 ・授業力の向上とALTの効果的な活用 ・児童が生きた英語に触れ、楽
しみながら学習意欲が高めら
れるように授業を行う。

・児童同士のコミュニケー
ションを増やし、外国語の
授業が好きな児童８０％ Ａ Ｂ

これからも学習意欲が高められるよ
うに、コミュニケーションの活動の工
夫をしていく。 A

・これからの時代英語はマストだ
と思うので、もっと力を入れてほ
しい。

授業改善と学力向上に
つながるように取り組ん
でいく。

新田プレイタイムでは、準備運動と
してラジオ体操を取り入れるなど取
組が充実してきた。 A

・体力のない子供がふえている
ので少しでも運動して体を強く
してほしい。

これからも児童の実態
に即した運動を取り入
れ、体力向上につなげ
ていく。

体力の向上 ・体育の授業や休み時間における全校運動遊び
など主体的な運動の実施による運動意欲の向上
・校内研究の体育「主体的・対話的で深い学びを
目指す授業回線」を通しての体力の向上

・毎週金曜日朝の新田ﾌﾟﾚｲﾀｲ
ﾑや縦割り班遊びにおいて、
様々な運動を体験する。

・１日に３０分以上運動する児
童９０％

Ａ Ａ

Ｂ

引き続き、基礎基本を繰り返しｊな
がら学力の定着を図ることができ
た。 A

・子供たちの成長もそれぞれな
のでついていけない子供のた
めの補習はよい。

Ａ

基礎基本から応用の内
容の充実と家庭との連
携で学習の習慣化を
図っていく。

朝読書が定着し、本に親しむことが
できている。それが、調べ学習など
につなげることができた。

A

・ICT教育も重要だか、本を読
むことも大切なのでよい取り組
みである。
・電子化が進む中、書籍に触れ
ることはとてもよい。

他教科との連携も図り
ながら充実に努める。

学校教育目標
・よく考える子
・思いやりのある子
・体を鍛える子

○子供の笑顔があふれる楽しい学校
○教職員が育てることの喜びに満ちた学校
○保護者、地域から信頼され愛される学校

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞〇若手教員が多い中、校内研究や若手研修会の中で、主体的な学びや日々の児童の成長につながる実践を共有した。コロナ禍でも教員も自信をもって授業に
取り組み、児童に寄り添う姿が見られた。
＜課題＞〇若手教員、ミドルリーダーの育成と学校組織の活性化。
　　　　　　〇心身ともに健康で、学び合い、高め合うことができる児童の育成。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策


